














口腔癌における CAR の発現および役割について検索を行った．その結果，口腔癌細胞において構成的な 
CAR の発現が認められた．とりわけ HSC-4 細胞において強く発現亢進が認められ，SAS 細胞においては





および NF-κB の局在について免疫組織化学的検索を行った．CAR陽性所見は口腔扁平上皮癌 40例中 19
例（47.5 %）の，癌細胞の細胞膜に弱く観察され，とりわけ口腔扁平上皮癌の浸潤の最前線において消失






本論文は，口腔扁平上皮癌における CAR の発現および役割について検索した結果，CAR は口腔癌増殖の
抑制において重要な役割を担っていると結論づけており，臨床上非常に有意義な情報を提供している．明
海大学歯学部病態診断治療学講座口腔顎顔面外科学分野研究生，柳下治男に対する最終試験は，平成 25
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